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麻布大学では、教育研究活動その他大学の諸活動を恒常的に自己点検・評価し、その結果

を検証して改善に結び付けることにより、教育の質保証を行う観点から、各教員が

『ティーチング・ポートフォリオ』を作成しています。ティーチング・ポートフォリオの

構成及び更新サイクルは以下のとおりです。

  １．教育の責任・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

  ２．教育の理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

  ３．教育の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

  ４．教育の方法の改善・向上を図る取組・・・・・・・・・・・・・毎年

  ５．学生の授業評価アンケート結果に基づく改善・向上の取組・・・毎年

  ６．学生の学修成果向上を図る取組・・・・・・・・・・・・・・・毎年

  ７．指導力向上のための取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

  ８．今後の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３年

動物応用科学科



１．教育の責任 対象期間： 更新年月：

単位種別 配当年次

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

選択 2

選択 2

選択 3

選択 3

選択 3

必修 3

選択 4

必修 4

必修 1

必修 2

選択 2

選択 1

選択 1

選択 1

選択 1

 1年次には遺伝学の概説、2年次には遺伝情報を用いた生物進化、3年次にはDNA、RNA、

およびタンパク質の分析技術について教育を担当しています。また、これらの授業に関連す

る複数の実習・演習も担当し、学生が習得した知識を実社会で活用できるよう支援していま

す。

136

比較動物学II

5

50

専門ゼミ

動物工学特論Ⅱ 動物応用科学専攻（博士前期課程） 3

動物生命科学特別演習Ⅲ－Ⅰ 動物応用科学専攻（博士前期課程） 4

 動物生命科学特別演習Ⅲ－Ⅱ 動物応用科学専攻（博士前期課程）

科目名 学科・専攻

動物応用科学科

動物応用科学科

4

遺伝子科学特論

4

動物生命科学実習

遺伝生物学

動物応用科学科

動物応用科学科

動物応用科学科

サイエンスリテラシーⅡ

進化・分類学

牧場実習

2024年4月～2027年3月

136

動物応用科学専攻（博士前期課程）

2026年4月

動物応用科学専攻（博士前期課程） 3

動物応用科学科

動物応用科学科遺伝生命科学実習

31

5

動物応用科学科

動物応用科学科

生物学実験

バイオインフォマティクス演習

5動物応用科学科

動物応用科学科

科学の伝達

卒業論文

動物工学特論 I

33

84

受講者数(単位:人)

151

動物応用科学科

1

43

72

動物遺伝子工学

獣医保健看護学科

獣医保健看護学科

79比較動物学I



２．教育の理念 対象期間： 更新年月：

３．教育の方法 対象期間： 更新年月：

（１）アクティブ・ラーニングについての取組 有

 多様な進路志向を持つ学生に遺伝学への興味を喚起するため、ヒト、産業動物、家庭内飼

育動物、および野生動物を題材に、幅広い実例を講義に取り入れています。また、学習する

専門技術が実社会でどのように活用されているかについても解説しています。さらに、学習

内容と関連のある新聞記事などの時事問題を講義に取り入れ、理解を深める機会を提供して

います。加えて、学習内容と関わりのある企業や団体で活躍する卒業生を紹介し、学んだ知

識や技能が卒業後に活用できることを意識させるよう努めています。

 授業の難易度設定については、ハードルを過度に高くすると教育効果が低減する恐れがあ

るため、単位認定に必要な最低限の到達基準を明確にし、その上で専門性の高い発展的な学

習を積み上げる方式を採用しています。また、毎回の授業では、講義内容に基づいた確認問

題を提示し、理解度を確認しています。さらに、担当するすべての科目において、学生から

の質問には迅速に対応することを心がけています。

2026年4月

 講義や実習においては、学生が自ら調査し、考える必要のある課題を設定することを心が

けています。特に実習科目では、教室内でグループディスカッションを実施し、主体的な学

びを促しました。

2024年4月～2027年3月

2026年4月

 大学教育における重要な目的の一つは、学生の就職先となる企業や団体が動物応用科学の

卒業生に求める知識、技能、および資質を備えた人材を育成することです。これにより、学

生一人ひとりが大学卒業後に活躍の場を確保し、社会の中で責任を持って活動を継続できる

機会を広げることができます。

 動物応用科学科は、企業や団体から自然科学系の理科学教育を行う学科として認知されて

おり、基礎から専門領域に至るまで、動物に関する幅広い視野と専門知識を身につけた学生

の育成が求められています。この目標を達成するためには、厳格な成績評価が不可欠であ

り、最低限担保すべき到達基準を明確に定める必要があります。

 私が学生に求める到達基準は、講義に関連する分野について、一般の新聞に掲載された記

事を正しく理解した上で、動物応用科学を専門としない他者に内容を説明し、自身の意見を

表現できることです。さらに、学科で学んだ動物生命科学の専門的知識と実験技術を活用で

きる企業や団体への就職を志向し、社会の中で実績を重ねられる学生を多く育成したいと考

えています。

2024年4月～2027年3月



（２）ICTの教育活用 有

対象期間： 更新年月：

（１）教育（授業及び実習等）の創意工夫 A

（２）学生の理解度の把握 A

（３）学生の自学自習を促す工夫 A

（４）学生とのコミュニケーション A
 個別の学生からの質問には可能な限り迅速に対応し、時間を要する内容については日程を

調整した上で個別指導を行いました。

 1年生の講義では、例題と模範解答を提示し、学生が自身で手書きでまとめた資料の定期

試験への持ち込みを許可しました。これにより、授業の進行に合わせて学んだ内容を順序立

てて整理することを促しました。

2024年4月～2027年3月 2026年4月

４．教育の方法の改善・向上を図る取組

 学生が興味を持てるよう、できるだけ身近な例を示し、学習内容が実際にどのように役

立っているかを伝えることを心がけました。

 各講義ごとに確認問題とその解答を提示し、理解できない場合には教員への質問やチュー

ターの指導を受けるように指導しました。

 授業資料はすべてAzaMoodleに掲載しました。また、出席管理や小テストの実施、講義後

のフォローにも本システムを活用しました。実験実習科目では、AzaMoodleを用いて班や個

人の測定結果をリアルタイムで集計し、授業時間内に受講生へ再配布しました。これによ

り、授業時間内に実験データの分析を進めることが可能となり、より充実したグループディ

スカッションを行うことができました。



（５）双方向授業への工夫 B

（６）国家試験対策の取組（獣医学科・臨床検査技術学科）

対象期間： 更新年月：

（１）授業評価アンケート結果の授業への反映

（２）（１）の結果による改善・向上の具体的な成果又は課題

（３）（２）を踏まえた次年度の取組

５．学生の授業評価アンケート結果に基づく改善・向上の取組

 双方向の授業を円滑に進めるためには、学生から教員へのリアクションが不可欠です。一

部の学生は積極的に質問や意見を述べるなど活発なやり取りができましたが、全体として学

生からの問い合わせは期待したほど多くありませんでした。

該当なし

 予習・復習をしやすいよう、講義で使用する配布資料を改良しました。特に、講義の進行

に合わせて、対応する問題番号を通知し、想定問題に取り組むよう促しました。さらに、学

生の答案の添削も行い、理解の深化を支援しました。

2026年4月

 遺伝生物学では、指示に従って課題に取り組んだ学生の成績は良好であり、2024年度と比

較して定期試験の平均点およびA評価となる学生の割合が向上しました。

2024年4月～2027年3月

 図表や数値の取り扱いなど、専門分野を学ぶために必要な能力に不安を抱える学生を早期

に把握し、チューターを活用した復習に取り組む学生の割合を増やしていきたいと考えてい

ます。



対象期間： 更新年月：

（１）現在までの学生の成績向上に資する取組及びその成果並びに今後予定している取組

対象期間： 更新年月：

対象期間： 更新年月：

2024年4月～2027年3月 2026年4月

 数学に苦手意識を持つ学生が学科全体の約3割を占めていることを認識しています。1年生

の授業（遺伝生物学）では、中学で学ぶ確率と場合の数の基礎を学び直すための教材を提供

し、スムーズに遺伝学の授業に対応できるよう工夫しています。

 苦手であることを自覚し、チューターを利用して学習を進めた学生は、最終成績において

合格点に達することができました。

６．学生の学修成果向上を図る取組

（２）（１）の取組を通じて改善・向上が図られた学生の学修成果並びに当該取組

  に対して得られた学生及び第三者からの評価又はフィードバック

 学生から教えを請われるメンターになりたいと考えています。 教育とは、一方ではなく、

学生の知的好奇心と、それを満たすために学習をする意欲と、それに真摯に向き合うメン

ターがそろって完成するものです。つまり、学生から「知りたいことがあります、だから

しっかり学びます、そのために教えてください。」と請われる教育を行うことが理想の目標

です。ジェネプロに参加する学生の多くは、この資質を備えた学生であり、好奇心を満たす

ために教育を充実させています。しかし、多様な学生が在籍する中で、担当分野に興味を持

てない学生が存在します。この場合、関心や興味をもてるように常に工夫することが重要な

取り組みです。次に、理解するために学び直す意欲付けを行いたいです。すでに中学・高校

時代に苦手意識を持ち、理解することを諦めている学生が散見されます。過去に理解できな

かったことは、再度取り組んでも理解できないと思い込んでいたら、人間の成⾧は望めませ

ん。昨日理解できなかったことが、今日には理解できるようになったといった成功体験を学

生にもたらすことで、学習意欲を向上させていきたいです。最後に、卒業研究など個別の学

生と⾧時間向き合う過程で、社会に巣立つ学生が成⾧できるよう、適切な指導を行っていき

たいです。

2024年4月～2027年3月 2026年4月

2024年4月～2027年3月８．今後の目標

 録画配信の視聴を含めFD 研修会にはすべて参加しました。

2024年4月

７．指導力向上のための取組（FD研修参加等）



９．ティーチング・ポートフォリオを作成する際に活用した根拠資料

対象期間： 更新年月：

各科目のシラバス、授業教材（配布資料や授業の録画）、レポート課題、過年度の期末試験

問題と模範解答、学生からの質問や答案に対する添削

2024年4月～2027年3月 2026年4月


